
1 

 

１ 

中
央
公
園 

中
央
公
園
は
高
松
の
市
街
地
の
中
心
部
に
位
置
し
、
県
庁
、
市
役
所
、

高
校
、
商
店
街
が
集
積
す
る
政
治
・
文
化
・
商
業
の
中
心
地
に
あ
る
、

本
市
を
代
表
す
る
都
市
公
園
で
す
。
戦
災
前
の
高
松
市
街
に
は
、
大
名

庭
園
の
栗
林
公
園
以
外
の
都
市
公
園
は
皆
無
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
市
民

の
間
か
ら
公
園
開
設
の
要
望
が
強
く
出
さ
れ
ま
し
た
。
中
央
公
園
の
場

所
は
、
昭
和
二
十
一
年
に
都
市
公
園
用
地
と
し
て
復
興
土
地
区
画
整
理

事
業
に
よ
り
確
保
し
ま
し
た
が
、
二
十
二
年
か
ら
五
十
七
年
の
間
は
市

立
中
央
球
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
市
立
図
書
館
も

二
十
五
年
か
ら
約
十
七
年
間
、
中
央
公
園
の
敷
地
内
に
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
五
十
七
年
に
野
球
場
が
生
島
町
に
移
転
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

五
十
七
年
か
ら
六
十
年
に
か
け
て
本
来
の
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
公
園
は
、
市
民
参
加
に
よ
る
「
緑
に
あ
ふ
れ
、
季
節
感
が
あ
り
、
気
軽
に
楽
し
め
る
公
園
」

を
基
本
に
整
備
を
進
め
、
外
周
を
樹
林
で
か
こ
み
、
中
央
部
に
芝
生
広
場
（
自
由
広
場
）
を
配
し
た

公
園
と
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。 
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２ 

高
松
市
民
の
ね
が
い 

「
高
松
市
民
の
ね
が
い
」
は
、
高
松
市
の
市
制
施
行
九
十
周
年
と
い
う
節
目
の
年
を
き
っ
か
け
に
、

市
民
総
ぐ
る
み
で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
「
豊
か
で
明
る
く
住
み
よ
い
高
松
」
を
築
き
あ
げ
よ
う
と
の

趣
旨
か
ら
、
そ
の
ま
ち
づ
く
り
運
動
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
合
言
葉
と
し
て
、
昭
和
五
十
五
（
一
九

八
○
）
年
九
月
二
十
五
日
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。 

 

緑
明
る
い
栗
林
公
園 

瀬
戸
の
さ
ざ
波
呼
ぶ
屋
島 

わ
た
く
し
た
ち
は 
美
し
い
自
然
と
歴
史
に
は
ぐ
く
ま
れ 

あ
す
に
伸
び
ゆ
く
高
松
市
の
市
民
で
す 

四
国
の
中
心
高
松
市
を 

い
っ
そ
う
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
に
す
る
こ
と
は 

わ
た
く
し
た
ち
み
ん
な
の
ね
が
い
で
す 

そ
の
た
め
に 

わ
た
く
し
た
ち
は 
誓
っ
て
次
の
こ
と
に
つ
と
め
ま
す 

 

一 

自
然
を
愛
し 

清
潔
で
美
し
い
ま
ち
づ
く
り 

一 

人
の
立
場
を
大
切
に 

迷
惑
を
か
け
な
い
ま
ち
づ
く
り 

一 

家
庭
を
明
る
く 

青
少
年
を
の
ば
す
ま
ち
づ
く
り 

一 

健
康
な
か
ら
だ
と 

心
に
う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り 

 

一 

働
く
汗
を
尊
び 

力
を
あ
わ
せ 

平
和
で
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り 
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３ 

平
和
の
群
像
「
あ
け
ぼ
の
」 

こ
の
作
品
は
、
市
が
市
制
施
行
九
十
周
年
を
記
念
し
て
、
東
京
芸

術
大
学
名
誉
教
授
の
菊
池
一
雄
に
依
頼
し
て
制
作
さ
れ
ま
し
た
。
高

松
空
襲
で
犠
牲
と
な
っ
た
多
く
の
市
民
の
霊
を
な
ぐ
さ
め
る
と
と

も
に
、
永
遠
の
平
和
を
希
求
し
、
あ
す
の
高
松
を
築
く
シ
ン
ボ
ル
と

位
置
付
け
ら
れ
た
「
平
和
の
群
像
」
は
、
昭
和
五
十
八
年
に
完
成
し
、

除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

高
さ
二
・
四
メ
ー
ト
ル
の
、
手
を
つ
な
ぐ
三
人
の
女
性
の
群
像
で
、

向
か
っ
て
右
側
の
女
性
は
左
手
に
み
か
ん
を
、
左
側
の
女
性
は
右
手

に
オ
リ
ー
ブ
を
持
ち
、
平
和
で
明
る
い
豊
か
な
高
松
を
象
徴
し
て
い

ま
す
。
製
作
費
六
千
万
円
の
う
ち
、
三
千
八
百
万
円
は
市
民
の
募
金

で
ま
か
な
わ
れ
、
像
の
名
前
も
市
民
の
投
票
で
「
あ
け
ぼ
の
」
と
名

付
け
ら
れ
ま
し
た
。 

高
松
市
役
所
玄
関
前
の
「
市
民
の
ね
が
い
」
台
座
の
上
に
ミ
ニ
チ

ュ
ア
版
が
、
高
松
第
一
高
等
学
校
に
は
、
遺
族
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
こ

の
像
の
原
型
が
あ
り
ま
す
。 
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４ 

ハ
ゲ
さ
ん 

「
ハ
ゲ
さ
ん
」
は
、
幸
せ
を
も
た
ら
す
タ
ヌ
キ
と
し
て
、
平
成

五
年
（
一
九
九
三
）
に
四
番
丁
地
区
地
域
お
こ
し
事
業
推
進
委
員

会
に
よ
り
製
作
さ
れ
ま
し
た
。 

中
央
公
園
は
、
か
つ
て
浄
願
寺
の
跡
地
で
あ
り
、
浄
願
寺
で
は

殺
生
を
禁
じ
て
い
た
た
め
、
境
内
に
は
大
木
が
生
い
茂
り
、
タ
ヌ

キ
が
住
む
の
に
適
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
へ
一
匹
の
タ
ヌ
キ
が
住

み
つ
き
ま
し
た
。
年
末
に
な
り
、
貧
し
く
て
お
正
月
を
迎
え
ら
れ

な
い
と
話
す
老
夫
婦
の
会
話
を
耳
に
し
た
と
き
、
無
性
に
気
の
毒

に
な
り
、
後
先
考
え
ず
に
金
の
茶
釜
に
化
け
て
金
持
ち
に
売
ら
れ

て
行
く
こ
と
で
老
夫
婦
を
助
け
ま
し
た
。 

し
か
し
、
毎
日
火
に
か
け
ら
れ
た
り
、
磨
か
れ
た
り
す
る
の
で
、
こ
の
タ
ヌ
キ
の
頭
が
つ
る
つ
る

に
禿
げ
上
が
り
、
痛
い
痛
い
と
泣
い
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
へ
、
住
職
が
お
供
え
の
鏡
餅
を
三
つ
あ
げ

る
と
よ
う
や
く
泣
き
や
ん
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。「
今
泣
い
た
ん 

だ
れ
か
い
の 

浄
願
寺
の
禿
狸 

お
か
ざ
り
三
つ
で 

だ
あ
ま
っ
た
」
と
、
童
歌
も
残
っ
て
い
ま
す
。 
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５ 

伸 

 
苦
難
を
乗
り
越
え
て
伸
び
ゆ
く
高
松
を
テ
ー
マ
に
、
一
九
八
九

年
四
月
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
作
者
は
、
三
枝
惣
太
郎
。 

 

●
三
枝
惣
太
郎 

 
 

香
川
県
出
身
。
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
、
東
京
美
術
学
校
（
現 

 
 

 

東
京
芸
術
大
学
）
を
卒
業
。
「
全
国
陶
磁
器
展
」
東
京
都
知
事
賞
、 

 

「
香
川
県
庵
治
町
石
材
見
本
市
」
通
産
大
臣
賞
な
ど
を
受
賞
。 

  
 

 
 

 
 

 

６ 

大
気 

緑
の
中
で
手
を
差
し
伸
べ
、
一
歩
を
踏
み
出
す
少
女
の
像
。
昭

和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）
十
一
月
設
置
。
作
者
は
池
川 

直
す
な
お

。 
 

●
池
川 

直 

 
 

昭
和
三
十
三
年
、
高
松
市
に
生
ま
れ
る
。
筑
波 

大
学
大
学
院
を
修
了
し
。
香
川
県
展
知
事
賞
、
日
展
特
選
、
よ
ん 

 

で
ん
芸
術
文
化
奨
励
賞
な
ど
を
受
賞
。 
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７ 

水
原
茂
と
三
原
脩 

か
つ
て
の
中
央
公
園
は
球
場
で
あ
り
、
野
球
王
国
香
川
で
は
こ
の
球
場

を
舞
台
に
数
々
の
ド
ラ
マ
が
演
じ
ら
れ
、
球
界
を
代
表
す
る
名
選
手
を
生

み
出
し
ま
し
た
。
現
在
、
か
つ
て
の
ホ
ー
ム
ベ
ー
ス
跡
に
埋
め
込
ま
れ
た

石
塁
と
、
二
人
の
偉
大
な
選
手
の
像
が
こ
れ
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。 

銅
像
は
、
水
原
茂
の
母
校
で
あ
る
旧
制
高
松
商
業
学
校
（
現
香
川
県
立

高
松
商
業
高
等
学
校
）
と
、
三
原
茂
の
母
校
で
あ
る
旧
制
高
松
中
学
校
（
現

香
川
県
立
高
松
高
等
学
校
）
の
野
球
部
Ｏ
Ｂ
や
、
県
内
財
界
人
ら
が
発
足

人
と
な
り
、
平
成
五
年
（
一
九
九
三
年
）
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。 

除
幕
式
で
は
、
三
原
の
女
婿
中
西
太
が
「
銅
像
が
子
ど
も
た
ち
の
励
み

に
な
り
、
野
球
王
国
復
活
の
シ
ン
ボ
ル
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
語
っ
て
い

ま
す
。
（
作
者
は
渡
邊
庄
三
郎
） 

★
水
原 

茂
（
一
九
〇
九
年
～
一
九
八
二
年
） 

髙
松
市
出
身
。
旧
制
高
松
商
業
学
校
（
現
香
川
県
立
高
松
商
業
高
等
学

校
）
時
代
は
、
投
手
・
三
塁
手
と
し
て
甲
子
園
に
出
場
し
名
を
は
せ
る
。

↑現在も自由広場に残る  

ホームベース  
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甲
子
園
で
は
、
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
夏
と
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
夏
の
二
回
、
全
国
優
勝
を

達
成
し
た
。
現
役
時
代
は
巨
人
で
活
躍
し
、
引
退
後
は
巨
人
、
東
映
、
中
日
の
監
督
を
歴
任
し
た
。
巨

人
監
督
時
代
の
在
任
十
一
年
間
で
八
度
の
リ
ー
グ
優
勝
、
四
度
の
日
本
一
に
輝
き
、
セ
ン
ト
ラ
ル
・
パ

シ
フ
ィ
ッ
ク
両
リ
ー
グ
で
チ
ー
ム
を
日
本
一
に
導
い
た
。 

★
三
原 
脩
（
一
九
一
一
年
～
一
九
八
四
年
） 

 
 

ま
ん
の
う
町
出
身
。
旧
制
高
松
中
学
校
（
現
香
川
県
立
高
松
高
等
学
校
）
時
代
は
、
遊
撃
手
で
甲
子

園
に
出
場
、
早
稲
田
大
学
に
進
み
二
塁
手
と
し
て
活
躍
し
た
。
現
役
時
代
は
巨
人
で
活
躍
し
、
引
退
後

は
、
巨
人
、
大
洋
、
西
鉄
、
近
鉄
、
ヤ
ク
ル
ト
の
各
球
団
監
督
を
歴
任
し
、
監
督
と
し
て
は
、
勝
負
勘

に
優
れ
、
周
囲
の
予
想
を
超
え
る
戦
術
は
「
三
原
魔
術
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
で
、
数
々
の
名
勝
負
を
演

出
し
、
名
声
を
博
し
た
。 

 

８ 

菊
池
寛
立
像 

像
の
作
者
は
、
写
実
性
の
高
い
、
や
わ
ら
か
な
表
情
の
人
物
像
を

得
意
と
し
た
新
田
藤
太
郎
で
す
。 

「
菊
池
寛
の
功
績
を
後
世
に
」
と
、
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
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に
菊
池
寛
顕
彰
会
が
発
足
し
、
翌
年
に
銅
像
が
完
成
し
ま
し
た
。 

当
初
は
胸
像
の
予
定
で
し
た
が
、
そ
れ
で
は
あ
ま
り
に
貧
弱
だ
と
い
う
市
長
（
国
東
照
太
）
の
一

言
で
立
像
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
菊
池
寛
の
服
装
を
和
服
と
洋
服
の
ど
ち
ら
に
す
る
か
で
議

論
さ
れ
、
多
数
決
で
洋
服
に
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
像
の
菊
池
寛
が
眼
鏡
を
か
け
て
い
な
い
の
は
、

子
ど
も
の
い
た
ず
ら
で
破
損
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

★
菊
池 

寛
（
一
八
八
八
年
～
一
九
四
八
年
） 

菊
池
寛
は
、
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
高
松
市
に
生
ま
れ
、
「
父
帰
る
」
「
真
珠
夫
人
」
な
ど
多
く
の
作

品
を
残
し
た
作
家
で
あ
る
。
ま
た
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
、
リ
ア
リ
ズ
ム
の
作
家
と
し
て
多
く
の
読
者
を
持
ち
、

後
世
の
作
家
た
ち
に
も
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。
一
方
、
作
家
活
動
以
外
で
も
文
藝
春
秋
社
の
設
立
、
「
芥
川

賞
・
直
木
賞
」
「
菊
池
寛
賞
」
の
創
設
、
著
作
権
の
擁
護
、
作
家
の
地
位
向
上
な
ど
、
数
々
の
功
績
が
あ
る
。 

 

９ 

国
東
照
太
翁
立
像 

 

昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
か
ら
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六

七
）
ま
で
高
松
市
長
を
務
め
た
国
東
照
太
の
像
。
近
代
都
市
高
松

の
基
盤
を
作
り
、
名
誉
市
民
第
一
号
と
な
り
ま
し
た
。 
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１０ 

源
泉 

 
山
田
正
治
に
よ
る
黒
御
影
石
製
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
。
平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
六
月
に
設
置
さ
れ

ま
し
た
。 

 

  

 

１１ 

『
父
帰
る
』
像 

 

平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
二
月
十
三
日
、
〈
菊
池
寛
通
り
〉
を
印
象
付
け
る

目
的
で
、
特
に
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
『
父
帰
る
』
の
一
場
面
を
表
し
た
ブ

ロ
ン
ズ
像
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
制
作
者
は
、
高
松
市
出
身
の
池
川
直
（
「
６ 

大

気
」
の
作
者
）
。 

■
場
面 

 
 

明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
頃
、
南
海
道
の
海
岸
に
あ
る
小
都
会
。
長
男
賢

一
郎
、
そ
の
弟
新
次
郎
、
妹
お
た
ね
、
そ
し
て
母
の
お
た
か
、
家
族
揃
っ
て
の

和
や
か
な
夕
飯
の
ひ
と
と
き
に
、
突
然
、
二
十
年
前
に
不
義
理
な
借
金
を
残
し

て
家
出
し
た
父
宗
太
郎
が
帰
っ
て
く
る
。 
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母 

ま
あ
、
お
前
さ
ん
、
何
か
ら
話
し
て
え
え
か
。
子
供
も
こ
ん
な
に
大
き
ゅ
う
な
っ
て
な
、
何
よ

り
結
構
や
と
思
う
と
ん
や
。 

父 
 

親
は
な
く
と
も
子
は
育
つ
と
云
う
が
、
よ
う
云
う
て
あ
る
な
、
は
は
は
は
は
。 

（
併
し
誰
も
そ
の
笑
い
に
合
せ
よ
う
と
す
る
も
の
は
な
い
。
賢
一
郎
は
卓
に
倚
っ
た
ま
ま
、
下

を
向
い
て
黙
し
て
居
る
） 

母 

お
前
さ
ん
、
賢
も
新
も
よ
う
出
来
た
子
で
な
。
賢
は
な
、
二
十
の
年
に
普
通
文
官
云
う
も
の
が 

受
か
る
し
、
新
は
中
学
校
へ
行
っ
と
っ
た
時
に
三
番
と
降
っ
た
こ
と
が
な
い
ん
や
。
今
で
は
二 

人
で
六
十
円
も
取
っ
て
呉
れ
る
し
お
た
ね
は
お
た
ね
で
、
こ
ん
な
器
量
よ
し
や
け
に
、
え
え
処 

か
ら
口
が
か
か
る
し
な
。 

父 

そ
ら
何
よ
り
結
構
な
こ
と
や
。
俺
も
、
四
、
五
年
前
迄
は
、
人
の
二
、
三
十
人
も
連
れ
て
、
ず

ー
と
巡
業
し
て
回
っ
と
っ
た
ん
や
け
ど
も
な
。
呉
で
見
世
物
小
屋
が
丸
焼
に
な
っ
た
為
に
、
エ

ラ
イ
損
害
を
受
け
て
な
。
そ
れ
か
ら
は
何
を
し
て
も
思
わ
し
く
な
い
わ
。
そ
の
内
に
老
先
お
い

さ
き
が
短
く
な
っ
て
く
る
、
女
房
子
の
い
る
所
が
恋
し
ゅ
う
な
っ
て
ウ
カ
ウ
カ
と
帰
っ
て
来
た

ん
や
。
老
先
の
長
い
事
も
な
い
者
や
け
に
皆
よ
う
頼
む
ぜ
。
（
賢
一
郎
を
注
視
し
て
）
さ
あ
賢
一

郎
！ 

そ
の
杯
を
一
つ
さ
し
て
呉
れ
ん
か
、
お
父
さ
ん
も
近
頃
は
え
え
酒
も
飲
め
ん
で
の
う
。

う
ん
、
お
前
だ
け
は
顔
に
見
お
ぼ
え
が
あ
る
わ
。 

（
賢
一
郎
応
ぜ
ず
） 

母 

さ
あ
、
賢
や
、
お
父
さ
ん
が
、
あ
あ
仰
し
ゃ
る
ん
や
け
に
。
さ
あ
、
久
し
振
り
に
親
子
が
逢
う

ん
じ
ゃ
け
に
祝
う
て
な
。 
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（
賢
一
郎
応
ぜ
ず
） 

父 

じ
ゃ
、
新
二
郎
、
お
前
一
つ
、
杯
を
呉
れ
え
。 

新
二
郎 

は
あ
。
（
杯
を
取
り
上
げ
て
父
に
さ
さ
ん
と
す
） 

賢
一
郎
（
決
然
と
し
て
）
止
め
と
け
。
さ
す
わ
け
は
な
い
。 

母 

何
を
云
う
ん
や
、
賢
は
。 

（
父
親
、
烈
し
い
目
に
て
賢
一
郎
を
睨
ん
で
い
る
。
新
二
郎
も
お
た
ね
も
下
を
向
い
て
黙
っ
て
い

る
） 

賢
一
郎
（
昂
然
と
）
僕
た
ち
に
父
親
が
あ
る
わ
け
は
な
い
。
そ
ん
な
も
の
が
あ
る
も
ん
か
。 

父 
 

（
激
し
き
憤
怒
を
抑
え
な
が
ら
）
何
や
と
！ 

賢
一
郎
（
や
や
冷
や
か
に
）
俺
た
ち
に
父
親
が
あ
れ
ば
、
八
歳
の
年
に
築
港
か
ら
お
た
あ
さ
ん
に
手

を
引
か
れ
て
身
投
げ
を
せ
い
で
も
済
ん
ど
る
。
あ
の
時
お
た
あ
さ
ん
が
誤
っ
て
水
の
浅
い

処
へ
飛
び
込
ん
だ
れ
ば
こ
そ
、
助
か
っ
て
居
る
ん
や
。
俺
達
に
父
親
が
あ
れ
ば
、
十
の
年

か
ら
給
仕
を
せ
い
で
も
済
ん
ど
る
。
俺
た
ち
は
父
親
が
な
い
た
め
に
、
子
供
の
時
に
何
の

楽
し
み
も
な
し
に
暮
し
て
き
た
ん
や
。
新
二
郎
、
お
前
は
小
学
校
の
時
に
墨
や
紙
を
買
え

な
い
で
泣
い
て
居
た
の
を
忘
れ
た
の
か
。
教
科
書
さ
え
満
足
に
買
え
な
い
で
、
写
本
を
持

っ
て
行
っ
て
友
達
に
か
ら
か
わ
れ
て
泣
い
た
の
を
忘
れ
た
の
か
。
俺
た
ち
に
父
親
が
あ
る

も
ん
か
、
あ
れ
ば
あ
ん
な
苦
労
は
し
と
り
ゃ
せ
ん
。 

（
お
た
か
、
お
た
ね
泣
い
て
い
る
。
新
二
郎
涙
ぐ
ん
で
い
る
。
老
い
た
る
父
も
怒
り
か
ら
悲
し
み

に
移
り
か
け
て
い
る
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

菊
池
寛
『
父
帰
る
』
よ
り 
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１２ 

椋
り
ょ
う

園 え
ん

先
生
遺
愛
の
碑 

 
椋
園
は
、
本
名
を
赤
松 

渡
と
い
い
、
赤
松
家
は
、
代
々
医
術
を

も
っ
て
高
松
藩
に
仕
え
て
い
ま
し
た
。
幼
い
時
か
ら
勉
強
を
好
み
、

片
山
沖
道
に
学
び
ま
し
た
。
椋
園
は
、
香
川
県
、
徳
島
県
の
会
計
検

査
院
に
奉
職
、
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
、
初
代
高
松
市
長
に

任
命
さ
れ
ま
し
た
。
常
に
市
民
の
暮
ら
し
を
心
配
し
、
産
業
の
振
興
、

福
祉
の
充
実
に
努
め
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

１３ 

玉 た
ま

楮 か
じ

象 ぞ
う

谷 こ
く

坐
像 

 

玉
楮
象
谷
は
、
高
松
市
磨
屋
町
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
三
代
の

高
松
藩
主
に
仕
え
、
香
川
漆
芸
に
お
け
る
「
蒟
醤
（
き
ん
ま
）
」

「
存
清
（
ぞ
ん
せ
い
）
」
「
彫
漆
（
ち
ょ
う
し
つ
）
」
の
技
法
を

確
立
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
技
法
は
、
伝
統
工
芸
と
し
て
現
在

に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。 

 

像
の
作
者
は
、
菊
池
寛
立
像
を
手
掛
け
た
新
田
藤
太
郎
で
す
。 
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１４ 

サ
ヌ
キ 

 
昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
に
東
京
で
開
い
た
個
展
の
た
め
に
速
水

史
朗
（
多
度
津
町
出
身
）
が
制
作
し
た
作
品
で
す
。
通
称
「
讃
岐
富
士
」

と
呼
ば
れ
る
飯
野
山
を
思
い
描
き
な
が
ら
作
り
ま
し
た
。
「
お
だ
や
か
で

心
温
ま
る
美
し
い
フ
ォ
ル
ム
を
し
た
こ
の
山
が
、
香
川
県
の
風
土
や
人
の

心
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
」
と
し
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。 

 

個
展
に
は
、
黒
花
崗
岩
で
制
作
さ
れ
た
十
一
点
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
が
、

個
展
か
ら
帰
っ
て
い
た
五
点
を
当
時
の
市
長
の
脇
信
男
が
目
に
し
、
「
讃

岐
の
風
景
そ
の
も
の
」
と
惚
れ
込
ん
だ
こ
と
か
ら
、
昭
和
六
十
三
年
に
中

央
公
園
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
後
の
二
点
は
、
速
水
の
進
言
に
よ
り
追
加

さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

１５ 

女
の
子
二
人 

 

昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）
に
、
瀬
戸
大
橋
開
通
記
念
に
阿
部
誠
一
（
愛
媛
県
出
身
）
が
招
待

出
品
し
た
も
の
で
す
。
自
宅
近
く
で
遊
ん
で
い
た
小
学
四
年
生
と
二
年
生
の
少
女
が
モ
デ
ル
で
す
。

像
と
像
の
間
に
庵
治
石
の
ベ
ン
チ
を
置
い
て
、
瀬
戸
大
橋
を
連
想
さ
せ
ま
し
た
。 
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平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
に
、
高
松
屋
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
買
い
取
り
、
市
へ
寄
贈
し
ま
し

た
。 

       

１６ 

イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
遊
具
彫
刻 

 

二
十
世
紀
を
代
表
す
る
彫
刻
家
で
あ
る
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
は
、
一
九
六
九
年
（
昭

和
四
十
四
年
）
、
牟
礼
町
に
ア
ト
リ
エ
と
住
居
を
構
え
、
香
川
県
に
も
ゆ
か
り
の
深

い
人
物
で
す
。
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
は
、
日
常
生
活
の
中
に
ア
ー
ト
を
持
ち
込
む
エ
レ

メ
ン
ト
と
し
て
遊
具
を
と
ら
え
、
自
然
や
古
代
文
明
に
あ
る
形
を
抽
象
化
し
、
世
界

の
子
ど
も
た
ち
へ
宇
宙
へ
の
夢
を
託
し
ま
し
た
。
中
央
公
園
に
は
、
「
オ
ク
テ
ト
ラ
」

「
プ
レ
イ
ス
カ
ル
プ
チ
ュ
ア
」
「
シ
ー
ソ
ー
」
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。 
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１７ 

パ
カ
ッ
・
ポ
コ
ッ
・
ス
ト
ー
ン
（
裸
の
王
様
） 

 
製
作
者
の
寺
田
武
弘
は
、
岡
山
を
中
心
に
、
大
分
・
兵
庫
・
山

口
な
ど
で
次
々
と
ユ
ニ
ー
ク
な
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
を
発
表
し

て
い
ま
す
。
こ
の
作
品
は
、
巨
大
な
花
崗
岩
を
く
り
抜
き
、
八
個

に
分
割
・
構
成
し
た
大
作
で
、
重
い
石
材
を
使
っ
て
い
な
が
ら
、

な
ぜ
か
不
思
議
と
重
量
感
を
感
じ
さ
せ
な
い
作
品
構
成
に
よ
っ

て
積
み
木
遊
び
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
連
想
さ
せ
る
も
の
で
す
。 

 
１８ 

菊
池
寛
文
学
碑 

 
 

 
 

 
 

新
次
郎 

 
 

 

お
た
あ
さ
ん 

 
 

 
 

 

今
日
浄
願
寺
の 

 
 

椋
の
木
で
百
舌
が 

 
 

鳴
い
と
り
ま
し
た
よ 

 
 

も
う
秋
じ
ゃ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

菊
池
寛
・
父
帰
る 

よ
り 
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こ
の
庵
治
の
自
然
石
に
刻
ま
れ
た
碑
文
は
、
菊
池
寛
『
父
帰
る
』
の
一
節
で
、
兄
の
賢
一
郎
、
弟

の
新
次
郎
、
母
の
お
た
か
で
の
夕
食
中
、
新
次
郎
が
母
に
話
し
か
け
た
言
葉
で
す
。 

 
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）
、
菊
池
寛
の
生
誕
日
（
十
二
月
二
十
六
日
）
に
菊
池
寛
を
顕
彰
し
て

高
松
市
が
建
立
し
た
も
の
で
す
。 

 

１９ 

菊
池
寛
生
家
跡
碑 

 
 

菊
池
寛
は
、
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
年
）
、
香
川
郡
高
松
七
番
丁
六

番
戸
の
一
（
高
松
市
天
神
前
四
）
に
生
ま
れ
、
明
治
四
十
四
年
に
上
京
す
る

ま
で
こ
の
辺
り
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
石
碑
の
「
菊
池
寛 

生
家
跡
」
は
、

友
人
の
作
家
、
小
島
政
二
郎
の
筆
に
よ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
自
筆
さ
れ
て

い
る
「
不
実
心
不
成
事 

不
虚
心
不
知
事
」
は
、
菊
池
寛
の
座
右
の
銘
で
す
。 

最
近
ま
で
、
道
路
（
菊
池
寛
通
り
）
を
は
さ
ん
だ
反
対
側
に
あ
り
ま
し
た

が
、
平
成
二
十
七
年
に
現
在
地
へ
移
し
ま
し
た
。 
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２０ 

水
邊 

 
こ
の
作
品
は
、
昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）
の
高
松
市
水
道
局
庁
舎
落
成
に
際
し
、
設
置
さ
れ

た
も
の
で
す
。
作
者
は
、
高
松
市
出
身
の
萬
木
準
一
（
ま
ん
き
じ
ゅ
ん
い
ち
）
。 

 

    

 ２１ 

小
河
健
三
郎
翁
壽
像 

 

か
つ
て
の
市
立
中
央
球
場
は
、
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）

に
故
小
河
健
三
郎
翁
を
は
じ
め
、
野
球
を
愛
す
る
多
く
の
市
民

の
熱
意
と
献
身
に
よ
り
建
設
さ
れ
、
三
十
年
あ
ま
り
の
間
、
市

民
の
心
に
潤
い
と
活
力
を
与
え
ま
し
た
。
こ
の
像
は
、
中
央
球

場
に
飾
ら
れ
て
い
た
も
の
で
、
中
央
公
園
の
整
備
に
伴
い
、
こ

の
場
所
に
移
り
ま
し
た
。 
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２２ 

中
河
与
一
文
学
碑 

 
中
河
与
一
は
、
坂
出
市
出
身
の
作
家
で
、
横
光
利
一
、
川
端
康
成
と
共
に
、
新
感
覚
派
と
し
て
活

躍
し
ま
し
た
。
代
表
作
は
『
天
の
夕
顔
』
『
失
楽
の
庭
』
『
探
美
の
夜
』
『
古
都
幻
想
』
な
ど
。
碑
文
に

は
、
「
自
由
な
る
人
永
遠
に
海
を
愛
さ
む
（
（
ボ
ー
ド
・
レ
ー
ル
）
」
の
詩
句
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

     

２３ 

Ａ
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｉ 
‐ 
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｉ 

 

昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
年
）
に
流
政
之
に
よ
り
製
作
さ
れ
ま
し
た
。

流
政
之
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

『
雲
の
砦
』
を
制
作
す
る
な
ど
、
世
界
的
に
活
躍
さ
れ
て
い
る
彫
刻
家
、

作
庭
家
で
す
。 
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